















































































































































































































































































































いずれも可能だが、 ixな」よりは ixの」のほ 血塗れ・共通・独自など
d 
うが自然なもの(…③と①の中間段階)







































これを加えて、 ixなjと iXの」に関する分類は、 6項目となった。































































































































IXとした」ゃ IXした」と同じように， IXとしている」あるいは IXしている」とイ吏うこ
とがある。一般に， IXとしているJIXしているJが可能な場合には， IXとしたJIXした」
は可能であるが，その逆は必ずしも成立しない。つまり， IXとしたJIXした」の下位分類と




































rxたるYJ rxとしたYJ rxしたYJ rX(と)しているYJ
a 有 有 有 有→a
1/無→a2
b 有 有 鉦 有→b
1/無→b2
C 有 鉦 有 有→c 1 /無→~
d 有 主任 鉦 三>くご
e 鉦 有 有 有→e
1/無→e2
f 金正 有 鉦 有→fl/無→f2
g 鉦 鉦 有 有→gl/無→g2
h 金正 鉦 鉦 二>くご













い。一般に， rxなるYJと用いるもののは，連体修飾で rxなYJ rXなYJ rXとしたYJ
rxしたYJrXたるYJのいずれの形式も不適格である。ただし， rXのYJが可能となるもの
があるので， (1) xが属性を表すもの， (2) xが実体を表すもの，と， (3) rXのYJという形
式が許されないもの という 3つの下位区分を設定しておく。






















も自然であるもの (2-cタイプ)をBna/noのように表し、 (3)Iの」のほうが自然なもの (2-dタ






B Bna 属性を表す IXなYJ IXのYJがあり、前者が自然(表3のB)
Bna/no 属性を表す IXなYJ IXのYJがあり、いずれも自然(表3のC)






F FE IXなYJIXのYJ双方があり、後者が〈実体〉を表すもの(表3のH/I) 
FA IXなYJ IXのYJ双方があり、後者が〈属性〉を表すもの(表3のH/J) 
FE/A IXなYJ IXのYJ双方があり、後者が〈実体〉も〈属性〉も表すもの(表3のH/J) 
G G1 IXたるYJ IXとしたYJIXしたYJ IX (と)しているYJが可 (a1 ) 
G2 と用いる(表4のa) IX (と)しているYJが不可 (a2) 
H H1 IXたるYJ IXとしたYJと用いる IX (と)しているYJが可 (b1 ) 
H2 (表4のb) IX (と)しているYJが不可 (b2) 
I IXたる YJ I XしたYJと用いる IX (と)しているYJが可 (c1)
(表4のc) IX (と)しているYJが不可 (c2)
IXたるYJと用いる(表4のd)
K K1 IXとしたYJ IXしたYJと用いる IX (と)しているYJが可 (e1)
K2 (表4のc) IX (と)しているYJが不可 (e2)
L L1 IXとしたYJと用いる(表4のf) IX (と)しているYJが可 (fl) 
L2 IX (と)しているYJが不可(f2) 
M M1 IXしたYJと用いる(表4のg) IX (と)しているYJが可 (gl) 
M2 IX (と)しているYJが不可 (g2) 
N NA IXなるYJと用い， IXのYJも可能で、後者のXが属性を表すもの
NE IXなるYJと用い， IXのYJも可能で後者のXが実体を表すもの

















































































































































































130) 【ふざけて変な話し方をしている友人に] * I普通 話せよ」








































IXJ IXに」 IXと」 IXでj 意味の違いによる下位分類の可能性
A 有 有 有 有 18通り
B 有 有 有 鉦 5通り
C 有 有 盤 有 5通り
D 有 金正 有 有 5通り
E 有 有 鉦 鉦 2通り
F 担 鉦 有 鉦 2通り
G 有 鉦 鉦 有 2通り
H 有 鉦 鉦 鉦 1通り
I 鉦 有 有 有 5通り
鉦 有 有 鉦 2通り
K 鉦 有 鉦 有 2通り
L 征 金正 有 有 2通り





一N 主正 鉦 有 鉦 1通り。鉦 鉦 生正 有 1通り

























































A 有 有 有
B 有 有 鉦
C 有 金正 有
D 有 鉦 鉦
E 鉦 有 有
F 鉦 有 征
G 鉦 征 有






















143) a logical fallacy 
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